
【６】

関
や
薬
局
ご
と
に
分
け
て
整
理
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
控
除

　
生
命
保
険
料
や
個
人
年
金
保
険
料

の
う
ち
一
定
額
を
、
生
命
保
険
料
控

除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
震
保

険
料
ま
た
は
長
期
損
害
保
険
契
約
の

う
ち
平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で
に
契

１８

１２

３１

約
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
掛
け
金

の
う
ち
一
定
額
を
、
地
震
保
険
料
控

除
と
し
て
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
保
険
会
社
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
る
方
で
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
い
額
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
分
を

住
民
税
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
対
象
は
、
平
成
　
年
１
月
１

１１

日
か
ら
　
年
　
月
　
日
ま
で
お
よ
び

１８

１２

３１

平
成
　
年
１
月
１
日
か
ら
　
年
　
月

２１

２２

１２

　
日
ま
で
に
入
居
し
た
方
で
す
。
申

３１告
す
る
方
は
、
確
定
申
告
書
に
居
住

開
始
年
月
日
の
記
載
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
税
務
課
町
民
税

係
（
察
　－

３
１
１
１
内
線
１
１

８２

１
）
へ
ど
う
ぞ
。

　
も
う
す
ぐ
町
県
民
税
兼
国
民
健
康

保
険
税
と
所
得
税
の
申
告
が
始
ま
り

ま
す
。
各
種
所
得
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
領
収
書
な
ど
の
書
類

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
社
会
保
険
料
控
除

　
自
分
や
自
分
と
生
計
を
一
に
す
る

家
族
の
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険

料
等
、
介
護
保
険
料
な
ど
は
、
そ
の

全
額
を
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
は
、
年
金
受
給
者
本
人
以

簡易申告制度のご利用を
　町・県民税の申告について、町では次の日程で簡易

申告を受け付けます。該当すると思われる方には申告

書を１月中旬にお送りしますので、必要書類と印鑑を

持参し申告してください。なお、所得税を源泉徴収さ

れている方は簡易申告できません。

◆該当する人　昨年１年間（平成２２年１月１日から１２

月３１日まで）の収入が次の場合です。

・給与だけの場合　給与収入の合計が９３万円以下の人

・公的年金等だけの場合

　６５歳以上…年金収入の合計が１４８万円以下の人

　６５歳未満…年金収入の合計が９８万円以下の人

・公的年金等と給与の場合　６５歳以上…年金が１２０万

円以下で給与が６５万円以下の人　６５歳未満…年金

が７０万円以下で給与が６５万円以下の人

※年齢は平成２３年１月１日現在です。税金の計算の対

象になる年金には、遺族年金や遺族恩給、障害年金

などは含みません。

◆受付日程　下表のとおり

※簡易申告書を郵送で提出する場合には、２月１日ま

でに町税務課へお送りください。

所得の無い人なども申告が必要

　昨年１年間まったく所得が無かった人や、所得が少

なく所得税や町民税・県民税がかからない人でも諮国

民健康保険税の税額の算定諮所得証明や課税証明など

の交付諮町営住宅料や保育料、高額医療費の負担区分

などの設定――のため簡易申告が必要です。なお、申

告しなかった場合には国民健康保険税の軽減措置など

を受けることができなくなります。

◆問い合わせ　町税務課町民税係（察８２－３１１１内線

１１１）へどうぞ。

平成２3年度町・県民税

時　　間場　　　　所期　　日

午前９時～
　午後３時

豊間根生活改善センター１月２７日（木）

船 越 防 災 セ ン タ ー１月２８日（金）

役場町民ホール（１階）
１月３１日（月）～
２月１日（火）

◆簡易申告の受付日程

外
の
所
得
か
ら
は
控
除
で
き

ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
等
に
つ

い
て
は
、
年
金
保
険
者
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
は
１
月
中

旬
に
「
年
間
納
付
額
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

合
わ
せ
て
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▽
医
療
費
控
除

　
自
分
や
家
族
の
た
め
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
一
定

額
を
所
得
金
額
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
領
収

書
を
受
診
者
ご
と
に
医
療
機

税税税税税税のののののの申申申申申申告告告告告告税の申告ががががががが
始始始始始始ままままままりりりりりりまままままま始まりますすすすすすす

　所得税や消費税など、国税に関する一般的な質問

は「電話相談センター」でお答えします。

　ご利用の際は下記の宮古税務署相談用電話にダイ

ヤルしていただき、音声案内「１」を選択願います。

また、税務署へご用の方も同番号へかけ、音声案内

「２」を選択願います。

　なお、面接による相談をご希望の方は、あらかじ

め税務署に相談の日時を予約していただき、関係書

類を持参して税務署へお越しください。

◆相談先電話番号　察62－1921

宮 古 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

国税の相談は電話相談センターへ

書
類
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
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【７】

け
な
く
な
る
と
家
を
飛
び
出
し
た
。

　
父
は
り
ん
が
７
歳
の
時
亡
く
な
り
、

廃
藩
置
県
で
氏
族
は
没
落
、
り

ん
を
身
分
違
い
の
農
家
に
出
す

こ
と
で
、
山
下
家
は
窮
状
を
逃

れ
よ
う
と
し
た
。
り
ん
は
家
を

飛
び
出
し
、
１
０
０
㌔
離
れ
た

江
戸
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
時
は

一
度
連
れ
戻
さ
れ
た
が
、
り
ん

の
固
い
意
志
に
母
が
折
れ
た
。

　
明
治
９
年
、
政
府
に
よ
り
工

部
美
術
学
校
が
で
き
、
翌
年
女

子
の
入
学
も
認
め
ら
れ
る
と
、

り
ん
は
受
験
し
合
格
し
た
。
旧

　
山
田
町
の
ハ

リ
ス
ト
ス
正
教

山
田
福
音
正
教

会
に
、
山
下
り

ん
の
イ

コ
ン

（
聖
画
像
）が
飾

ら
れ
て
い
る
。

　
り
ん
は
、
安

政
３
年
（
１
８

５
６
年
）
生
ま

れ
で
、
笠
間
藩

（
現
在
の
茨
城

県
）
氏
族
の
娘

で
あ
る
。
明
治

５
年
　
歳
の
時
、

１６

り
ん
は
「
り
ん

を
農
家
の
嫁
に

出
そ
う
」
と
い

う
家
族
の
話
を

立
ち
聞
き
、
大

好
き
な
絵
が
描

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
ニ
コ
ラ
イ

聖
堂
が
あ
り
、
山
室
は
こ
こ
の
信
者

で
あ
っ
た
。
彼
女
に
誘
わ
れ
て
り
ん

も
入
信
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
で
は
、

イ
コ
ン
（
聖
画
像
）
を
描
け
る
画
家

を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
山
室

を
ロ
シ
ア
に
留
学
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
た
が
、
山
室
は
結
婚
す
る
こ
と
に

な
り
、
り
ん
に
話
が
回
っ
て
き
た
。

　
り
ん
は
、
ニ
コ
ラ
イ
か
ら
着
物
を

贈
ら
れ
て
５
年
の
約
束
で
船
出
し
た
。

　
歳
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
女
子
修
道
院

２５に
入
り
、
付
属
の
美
術
学
校
で
イ
コ

藩
主
の
牧
野
家
が
月
謝
２
円
を
く
れ
、

ま
た
兄
が
警
視
庁
の
巡
査
に
な
り
生

ン
画
を
学
ん
だ
。
彼
女
は

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
 絢
  爛
 た

け
ん
 ら
ん

る
美
術
、
特
に
ロ
ー
マ
カ

ト
リ
ッ
ク
系
の
宗
教
画
に

取
り
組
み
制
作
に
励
ん
だ
。

事
情
が
あ
り
２
年
半
で
打

ち
切
り
帰
国
し
た
。

　
り
ん
は
神
田
駿
河
台
の
正
教
会
に

住
み
、
イ
コ
ン
画
制
作
に
打
ち
込
ん

だ
。
り
ん
の
描
く
イ
コ
ン
は
美
し
く
、

イ
タ
リ
ア
風
の
も
の
で
、
エ
ル
ミ

タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
（
旧
ソ
連
の
国
立

美
術
館
）
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ニ

コ
ラ
イ
聖
堂
に
あ
る
り
ん
の
絵
は
、

関
東
大
震
災
で
失
わ
れ
、
北
日
本
の

正
教
会
に
数
点
残
さ
れ
て
い
る
。

　
り
ん
は
白
内
障
を
患
い
故
郷
笠
間

に
帰
り
、
昭
和
　
年
１
月
波
乱
万
丈

１４

の
生
涯
を
終
え
た
。　

歳
で
あ
っ
た
。

８３

イ
コ
ン
画
に
打
ち
込
ん
だ

山
　
下
　
り
　
ん

や

ま

だ

の

５６

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
 
藤
 仁
  志
 さ
ん
（
豊

ひ
と
 
し

間
根
・
　
）
で
す
。

７5

活
費
を
出
し
て
く
れ
た
。
り

ん
の
成
績
は
男
子
を
含
め
て

　
位
で
、
６
人
い
た
女
子
学

１０生
で
は
ト
ッ
プ
の
成
績
で

あ
っ
た
。

　
兄
が
事
業
に
手
を
出
し
失

敗
し
て
、
り
ん
は
極
貧
の
中

で
月
謝
を
免
除
し
て
も
ら
い
、

う
ち
わ
の
絵
の
内
職
を
し
て

学
校
に
通
っ
た
。

　
り
ん
は
、
士
族
出
身
の
同

級
生
山
室
政
子
と
親
し
か
っ

た
。
東
京
神
田
駿
河
台
に
、

▽
募
集
人
員
　
４
人

▽
応
募
資
格
　
町
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
（
　
歳
以
上
　

２０

７３

歳
未
満
）

▽
委
員
の
仕
事
　
国
民
健
康
保

険
の
予
算
や
保
険
税
の
税
率

に
関
す
る
事
項
な
ど
の
審
議

▽
任
期
　
２
月
１
日
か
ら
２
年

間
▽
応
募
方
法
　
町
国
保
介
護
課

ま
た
は
役
場
支
所
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
方
法
は
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
用
紙
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
１
月
４
日
～
　１４

日
◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町

国
保
介
護
課
国
民
健
康
保
険

係（
内
線
１
３
１
）へ
ど
う
ぞ
。

山田正教会に飾られているイコン画

　
町
で
は
、
効

率
的
な
国
民
健

康
保
険
事
業
を

行
う
た
め
、
国

民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員

の
一
部
を
募
集

し
ま
す
。

国保運営協議会の

委員を募集します


